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平
成
十
七
年
七
月
、
同
窓
に
し
て
俳
誌

『
櫻
草
』
主
宰
の
村
上
谿
馨
氏
を
主
宰
と

し
て
始
ま
っ
た
東
北
大
鬼
城
句
会
は
、
満

四
年
を
経
過
し
、
二
十
四
回
の
例
会
を
重

ね
ま
し
た
。
 

そ
の
句
会
結
果
は
、
初
回
か
ら
毎
回
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
五
月
句
会
開
催
直
後
、
思
わ
ぬ
病
に

見
舞
わ
れ
た
主
宰
の
療
養
が
続
い
て
お
り
、

そ
の
後
の
句
会
結
果
の
主
宰
へ
の
報
告
も

兼
ね
、
当
句
会
の
初
句
集
を
発
行
す
る
に

い
た
り
ま
し
た
。
 

会
員
一
六
名
全
員
に
よ
る
句
集
で
、
句

会
で
各
々
発
表
し
た
句
の
中
か
ら
自
選
一

人
一
〇
句
を
標
準
に
コ
メ
ン
ト
を
添
え
ま

し
た
。
谿
馨
先
生
の
本
復
・
句
会
復
帰
を

待
ち
望
ん
で
い
る
熱
い
気
持
は
、
各
々
の

コ
メ
ン
ト
に
思
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
こ
で
は
省
き
ま
す
。
 

 
            
句
会
の
兼
題
は
別
に
記
載
あ
る
よ
う
に

毎
回
指
定
さ
れ
ま
す
。
会
場
は
通
常
は
学

士
会
館
で
す
が
、
楽
し
み
に
し
て
き
た
年

に
一
度
の
鬼
城
草
庵
で
の
開
催
は
先
生
の

回
復
ま
で
お
預
け
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

尚
、
当
句
会
に
つ
い
て
、
主
宰
の
村
上

谿
馨
氏
が
、
平
成
二
〇
年
五
月
発
行
の
記

念
文
集
「
野
鶴
」（

東
北
大
法
学
部
昭
和
三

八
年
卒
業
同
期
生
）
に
「
ど
っ
こ
い
ち
ゃ

ん
と
続
い
て
丸
三
年
！
」
の
題
で
面
白
味

豊
か
に
語
っ
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま

す
。
 

句
集
タ
イ
ト
ル
は
、
夏
鳥
と
し
て
日
本

に
渡
来
す
る
『
三
光
鳥
』
と
し
ま
し
た
。

ア
イ
リ
ン
グ
と
嘴
が
青
色
、
尾
が
体
長
の

三
倍
位
長
く
、
眩
い
ほ
ど
輝
き
、「

ツ
キ
ヒ

ー
ホ
シ
、
ホ
イ
ホ
イ
ホ
イ
」
の
囀
り
に
虜

に
な
り
ま
す
。
こ
の
句
会
と
会
員
が
、
月

日
星

（
ツ
キ
ヒ
ー
ホ
シ
）
の
光
に
夜
も
日
も
長

く
輝
く
よ
う
、
当
句
会
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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